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伝えよう ! 私のルーツ

今月の表紙は、2019 年１月号～ 12 月号の「お

誕生日おめでとう」コーナーにご応募いただ

いた 93 人の子どもたちの笑顔です。皆さま

のご応募ありがとうございました。

現在、２月生まれのお子さんを募集中です！

たくさんのご応募をお待ちしています。

今年も皆さまにとって笑顔あふれる年であり

ますように。これからも「広報有田」をよろ

しくお願いいたします。

（27 ページに関連記事掲載）

今月の表紙

１発表した７人の児童たち / ２山口さんは曽祖母の仕事を体験したり、当
時曽祖母と仕事を一緒に仕事をしていた方から話を聞いたりして「曽祖母
のように仕事に誇りを持ち一生懸命に取り組む大人になりたい」と話しま
した。/ ３夏休みや土日を利用して４カ月かけて調べ、資料にまとめました。
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まちの話題

令和２年　新年のごあいさつ

第 15 回秋の有田陶磁器まつりレポート

第７回有田・食と農業まつりレポート

2019 年を振り返る

行政ナビ

ドイツ Reporter

スポーツ / マイセンの空から

はっぴーライフ / アリタカラ通信

暮らしのカレンダー

情報ステーション

図書館からこんにちは

官民連携観光プロモーション事業

　

12
月
８
日
に
、
焱
の
博
記
念
堂
で
「
伝
え
よ

う
！
私
の
ル
ー
ツ
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小

学
６
年
生
の
代
表
児
童
７
人
が
自
分
の
祖
先
や

地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

有
田
小
の
蒲
原
捺
希
さ
ん
は
「
蒲
原
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
で
知
ら
れ
る
曽
祖
父
、
有
田
中

部
小
の
江
副
心
斗
美
さ
ん
は
椎
谷
神
社
（
外

尾
山
）、
山
口
栞
那
さ
ん
は
下
絵
付
け
の
濃だ

み

職
人
の
曽
祖
母
、
松
本
蒼
大
さ
ん
は
磁
器
の

前
に
陶
器
が
焼
か
れ
て
い
た
こ
と
、
曲
川
小

の
木
寺
紗
菜
恵
さ
ん
は
戦
死
し
た
親
族
、
川

原
結
愛
さ
ん
は
曲
川
小
学
校
の
歴
史
、
大
山

小
の
岩
﨑
紗
和
さ
ん
は
十
八
夜
を
テ
ー
マ
に
、

観
客
に
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
家
族

の
偉
大
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
の
堂
々
と
し
た
ス
ピ
ー
チ
に
観

客
は
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
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ま ち の 話 題

12 ＷＯＲＬＤ忘年会
異文化交流なごやかに

　

異
文
化
交
流
を
目
的
と
し

て
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
忘
年
会
」（
陶

都
有
田
国
際
交
流
協
会
主
催
）

が
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
町
内
企
業
な
ど

に
勤
め
る
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
出
身

者
や
町
民
な
ど
、
約
１
０
０

人
が
参
加
。

　

参
加
者
は
、
母
国
の
歌
の

披
露
や
皿
踊
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
な
ど
、
年
末
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

８

▲町内の女性ボランティアグループの皆さんが作られた料理
に舌鼓。

手話奉仕員養成講座閉講式

16 修了証書を授与
12

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

閉
講
式
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
手
話
表
現
を
習
得

す
る
人
の
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。　

　

手
話
の
未
経
験
者
や
初
心

者
が
参
加
し
、
８
人
に
修
了

証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
講
座
は
開
催
予

定
で
す
の
で
、
手
話
に
興
味

の
あ
る
方
は
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？　

▲講座に参加した皆さん。

12
２

デマンドタクシー実証運行出発式
ＡＩを活用し利便性向上へ

▲実証期間中は、蔵宿郵便局、大山郵便局、歴史と文化の森
公園が乗降場所に追加されます。

　

県
内
初
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
活
用
し
た
予
約
制
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
」
の
実
証
運
行

出
発
式
が
庁
舎
町
民
ロ
ビ
ー

前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
で
最
適
な
ル
ー
ト
を

判
断
し
、
配
車
効
率
や
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
か
を
実
証
し
ま
す
。
運

行
区
域
は
曲
川
・
大
山
地
区
。

実
証
期
間
は
１
月
31
日
ま
で

で
、
期
間
中
は
平
日
に
加
え

土
曜
日
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

11
20

有田・マイセン姉妹都市提携 40 周年記念

訪問団 秋の有田を体感

▲秋の有田陶磁器まつりで行われた有田まちなか案内ジュニ
ア隊による泉山磁石場の案内を聞くマイセン市訪問団

　

11
月
20
日
～
24
日
ま
で
、

ド
イ
ツ
の
マ
イ
セ
ン
市
よ
り

オ
ラ
フ
・
ラ
シ
ュ
ケ
市
長
ほ

か
８
人
の
訪
問
団
が
有
田
を

訪
れ
、
姉
妹
都
市
交
流
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し

た
。

　

訪
問
団
は
、
秋
の
有
田
陶

磁
器
ま
つ
り
で
に
ぎ
わ
う
内

山
地
区
や
泉
山
磁
石
場
を
散

策
。
柿
右
衛
門
窯
で
は
、
伝

統
の
薪
窯
焚
き
を
見
学
し
、

熟
練
さ
れ
た
職
人
技
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

有田マイセン姉妹都市 40 周年の記念のパネル展を１月
10 日～ 29 日まで有田館で開催します。
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松
尾
佳
昭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
に
は
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
と
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
立
命
館
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
有
田
焼
製
造
技
術
の
継
承
や
若
い
世
代
の
定

着
・
定
住
、
地
域
資
源
の
発
信
を
目
的
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
企
業
や

他
自
治
体
と
各
種
協
定
を
締
結
し
、
新
た
な
取
り
組
み
に
向
け

て
、
令
和
の
時
代
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
、
第
２
期
「
有
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。
若
者
の
人
口
流
出
を
食
い
止

め
る
取
り
組
み
に
加
え
、
関
係
人
口
の
創
出
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
、
未
来
技
術
の

活
用
な
ど
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら

オ
ー
ル
有
田
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
幸
せ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る

町
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令和２年　新年のごあいさつ

有
田
町
長



～
有
田
町
を
「
幸
せ
」
に
す
る
６
つ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
～

１
．
子
育
て
す
る
幸
せ

○
子
育
て
支
援

　

子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
基
に
「
第
２
期
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地

域
の
子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
開
館
予
定
の

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
お
お
ぎ

保
育
園
跡
地
）
内
に
、
子
育
て
中
の

親
子
が
い
つ
で
も
集
え
る
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
、
子
育
て
イ

ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
・
育
児
相
談
な

ど
を
実
施
し
、
子
育
て
中
の
方
に
交

流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
南
原
）
内
に
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
幸
せ
な
老
後

○
福
祉
の
向
上

　

障
害
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事

業
計
画
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
な

ど
の
各
種
計
画
に
基
づ
き
、
全
て

の
世
代
の
住
民
が
健
康
寿
命
を
伸

ば
し
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
適
切
か
つ
持
続

可
能
な
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
各
地
域
に
お
い
て

は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
住
民
主

体
の
通
い
の
場
の
さ
ら
な
る
普
及

や
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
日

常
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
生
活
支
援
体
制
の
整
備
に
一

層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

３
．
働
く
幸
せ

○
商
工
業
の
振
興

　

有
田
焼
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図

る
た
め
、
県
、
関
係
機
関
、
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
国
内

外
に
お
け
る
販
路
開
拓
、
人
材
の

確
保
、
後
継
者
育
成
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用

し
て
有
田
焼
産
業
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

　

創
業
へ
の
取
り
組
み
支
援
に
つ
い

て
は
、
有
田
商
工
会
議
所
、
町
内
の

金
融
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
化
・

合
理
化
、
各
種
融
資
制
度
の
活
用
を

促
進
し
な
が
ら
、
経
済
の
活
性
化
と

経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

○
農
業
の
振
興

　

儲
か
る
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、

佐
賀
県
が
進
め
て
い
る
「
さ
が
園
芸

生
産
８
８
８
億
円
推
進
運
動
」
に
取

り
組
み
、
園
芸
農
業
の
推
進
を
加
速

化
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
の
育
成
に
お
い
て

は
、
今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
を

集
落
で
話
し
合
い
、
将
来
方
針
を
作

成
す
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
質
化
を

推
進
し
、
新
規
就
農
者
、
農
業
後
継

者
お
よ
び
営
農
組
織
な
ど
意
欲
あ
る

後
継
者
に
も
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

４
．
幸
せ
な
観
光
地
へ

○
観
光
の
振
興

　

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い

く
と
と
も
に
、
有
田
観
光
協
会
な
ど

と
連
携
し
、
歴
史
・
自
然
・
文
化
な

ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
な
が
ら
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

引
き
続
き
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進

な
ど
受
け
入
れ
環
境
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
や
周
辺
自
治
体

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
広
域
観
光

体
制
の
充
実
を
図
り
、
通
年
観
光
客

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

○
文
化
財
保
護

　

国
指
定
天
然
記
念
物
有
田
の
大

イ
チ
ョ
ウ
の
南
側
の
民
有
地
を
買

い
上
げ
、
現
在
そ
の
敷
地
内
の
家

屋
の
移
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
イ
チ
ョ
ウ
を
適
切
に
保
護

管
理
す
る
た
め
の
用
地
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

５
．
幸
せ
な
町
の
運
営

○
ま
ち
づ
く
り

　

令
和
元
年
度
ま
で
の
５
カ
年
に
お

け
る
人
口
減
少
対
策
を
「
有
田
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
は
こ
の

総
合
戦
略
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
人
口
減
少
対
策
の

方
向
性
を
「
第
２
期
総
合
戦
略
」
と

し
て
策
定
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
を
は
じ
め
、

企
業
と
も
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

後
、
行
政
だ
け
で
す
べ
て
の
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
「
フ
ル
セ
ッ
ト
行
政
」
か

ら
の
脱
却
が
大
き
な
課
題
で
も
あ

り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
経

営
の
実
現
に
向
け
て
地
域
人
材
の
育

成
、
産
業
の
振
興
、
町
の
魅
力
発
信

な
ど
の
取
り
組
み
を
連
携
し
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

○
道
路
・
河
川
の
整
備

　

現
在
着
手
し
て
い
る
国
道
２
０
２

号
線
の
蔵
宿
地
区
の
歩
道
整
備
は
、

令
和
２
年
３
月
に
竣
工
予
定
で
す
。

下
山
谷
地
区
の
歩
道
整
備
も
継
続

し
て
進
捗
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
町
道
の
整
備
や
橋
梁
保
全
、
道

路
防
災
に
努
め
、
利
便
性
や
安
全
性

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

河
川
に
つ
い
て
は
、
二
級
河
川
有

田
川
の
浸
水
想
定
区
域
を
解
消
す

る
た
め
、
令
和
２
年
度
は
、
戸
矢
・

大
野
地
区
の
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
近
年
大
規
模
災
害

が
多
発
す
る
中
、
災
害
の
発
生
を
予

防
し
、
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
町
の
20
河
川
に

お
い
て
護
岸
な
ど
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

６
．
学
び
楽
し
む
幸
せ

○
教
育

　
「
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
有
田
」
を

つ
く
り
、
地
域
を
支
え
豊
か
な
伝

統
・
文
化
を
継
承
し
て
い
く
施
策
を

有
田
町
教
育
大
綱
に
基
づ
き
進
展

さ
せ
ま
す
。

　

九
州
地
区
で
は
初
め
て
と
な
る
、

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
力
に
よ
り
応
援
し
て
い
た

だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
推

進
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・
キ
ャ
リ

ア
教
育
な
ど
に
つ
な
が
る
特
色
あ
る

教
育
の
進
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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６

秋の有田陶磁器まつり

１２３

４

７

５

11

８

13 10

９

12
１トンバイ塀にあるハート型のトンバイ / ２豆皿の絵付け体験 / ３ブラアリタに参加した観光客 / ４内山散策 / ５うち
やま百貨店 / ６薪窯の煙突 / ７有田の棚田米を使ったもちつき / ８泉山の大イチョウ付近での野外ライブ / ９有田まち
なか案内ジュニア隊による町案内 /10 アリタセラでお買い物 /11 西洋館を彩る「花 × 器」有田華道連盟と有田陶芸協
会の饗宴 /12 きものでありたさんぽ /13 薪窯焚きの公開

　

第
15
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
が
11
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
町

内
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
期
間
中
に
約
15
万
４
千
人

が
来
場
。
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や

各
商
店
会
・
施
設
な
ど
の
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
有
田
の
魅
力
や
歴

史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ガ
イ

ド
イ
ベ
ン
ト
も
充
実
。
観
光
ガ
イ

ド
が
案
内
す
る
「
ブ
ラ
ア
リ
タ
」

で
は
、
泉
山
磁
石
場
や
ト
ン
バ
イ

塀
、
赤
絵
町
な
ど
、
地
元
ガ
イ
ド

な
ら
で
は
の
裏
話
や
う
ん
ち
く

な
ど
を
交
え
な
が
ら
巡
り
ま
し

た
。
ま
た
、
泉
山
磁
石
場
と
大
イ

チ
ョ
ウ
で
は
、
町
内
の
小
学
生
が

「
有
田
ま
ち
な
か
案
内
ジ
ュ
ニ
ア

隊
」
と
し
て
、
大
人
顔
負
け
の
ガ

イ
ド
を
披
露
し
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

23
日
、
24
日
に
は
同
エ
リ
ア
で

「
う
ち
や
ま
百
貨
店
」
が
開
催
さ

れ
、
カ
フ
ェ
や
雑
貨
屋
な
ど
34
店

舗
が
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し

て
出
店
。

　

来
場
者
は
、
ゆ
っ
く
り
買
い
物

を
楽
し
ん
だ
り
、
着
物
を
着
て
紅

葉
散
策
に
出
か
け
た
り
と
、
秋
の

有
田
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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有田・食と農業まつり

20

21

24

2225

23

141516171819

　

第
７
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
が
11
月
24
日
、
役
場
と
体
育
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
周
辺
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
協
力
に
よ
る

１
０
０
０
人
分
の
「
元
気
鍋
」
や
、

婦
人
会
と
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
協
力
に

よ
る
つ
き
た
て
の
餅
の
振
る
舞
い

は
、
今
年
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
町
内

生
産
者
の
農
産
物
を
集
め
た
「
農

産
物
品
評
会
・
即
売
会
」
で
は
、

即
売
会
開
始
と
同
時
に
地
元
の
お

い
し
い
野
菜
を
求
め
て
多
く
の
方

が
押
し
寄
せ
、
あ
っ
と
い
う
間
に

完
売
し
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
木
工
体

験
や
し
め
縄
づ
く
り
体
験
、
動
物

ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど
の
ほ
か
、
袋

を
使
っ
た
炊
飯
体
験
や
大
豆
早
つ

ま
み
競
争
な
ど
、
食
に
ま
つ
わ
る

体
験
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町
内
外

か
ら
16
団
体
が
参
加
し
歌
や
ダ
ン

ス
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
で
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
も
有
田
の
豊
か
な
農
産
物

を
通
じ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

14 最優秀賞 古川正義さん（北ノ川内）のキウイ /15 優秀賞 吉永勝さん（桑木原）の里芋 /16 優秀賞 佐藤國敏さん（上
山谷）の水菜 /17 優良賞 岩永正俊さん（下本）のブロッコリー /18 優良賞 田代正昭さん（大野）の黒大豆 /19 優
良賞 馬場尚子さん（大木宿）の椎茸 /20 二ノ瀬田んぼの学校で収穫したもち米でつくったきなこ餅 /21 タイル
コースターづくり体験 /221000 人分の元気鍋 /23 しめ縄づくり体験 /24 農産物品評会に出品された野菜の即売
会 /25 有田はがくれ劇団 美田ん中による寸劇
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2019 年は皆さんにとってどんな年でしたか。
ここでは町の出来事とともに１年間を振り返ってみます。
新年も皆さんにとって素晴らしい１年になりますように。

１
月
３
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
成
人
式
を

開
催
。新
成
人
２
２
７
人
の
門
出
を
祝
う
。

５
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
新
年
席
書
会
を

開
催
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
60
人
が
参

加
し
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

６
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
消
防
団
員
４
３
５
人

が
出
席
。

12
日　

西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
の
連

携
協
約
を
締
結
。

25
日　

有
田
町
出
身
で
歌
人
の
笹
井
宏
之

さ
ん
の
没
後
10
年
の
節
目
に
、
㈱
書し
ょ

肆し

侃か
ん

侃か
ん

房ぼ
う

よ
り
「
笹
井
宏
之
賞
」
が
創
設
さ
れ

第
１
回
の
受
賞
作
も
決
定
。

２
月
９
日　
「
第
15
回
有
田
雛ひ

い
なの
や
き
も

の
ま
つ
り
」
が
開
催
（
３
月
17
日
ま
で
）。

13
、
14
日　
「
議
員
と
語
ろ
う
会
」
開
催
。

19
日　

有
田
窯
業
大
学
校
の
最
後
の
卒
業

制
作
展
が
開
催
（
24
日
ま
で
）。

３
月
３
日　
「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」

を
焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

９
日　
「
ニ
ッ
ポ
ン
た
か
ら
も
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
‐
日
本
遺
産
×Live Art

‐
有
田

公
演
が
香
蘭
社
赤
絵
町
工
房
と
泉
山
磁
石

場
で
開
催
。

27
日　

日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業

４
０
０
年
を
記
念
し
て
泉
山
磁
石
場
に
陶

板
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
。

７
月
２
日　

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
ｚ
と

進
出
協
定
を
締
結
。

３
日　

有
田
町
、
武
雄
市
、
嬉
野
市
で
観

光
Ｐ
Ｒ
や
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
有

田
・
武
雄
・
嬉
野
地
区
連
携
推
進
会
議
」

を
設
置
。

10
日　

佐
賀
・
有
田
ふ
る
さ
と
大
使
を
「
有

田
町
文
化
交
流
大
使
」
に
改
め
、
新
た
に
金

ヶ
江
悦
子
さ
ん
、
齋
藤
峰
明
さ
ん
へ
委
嘱
。

29
日
～
31
日
「
２
０
１
９
さ
が
総
文
」
の

郷
土
研
究
部
門
が
焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

８
月
１
日　

株
式
会
社
マ
ッ
チ
ン
グ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
と
連
携
協
定
を
締
結
。

25
日　
「
第
９
回
有
田
夏
祭
り
納
涼
花
火

大
会
」が
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
で
開
催
。

27
日　

令
和
元
年
８
月
の
前
線
に
伴
う
大

雨
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
特
別
警
報
が
発
表

さ
れ
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。

９
月
８
日　

町
民
体
育
大
会
は
「
町
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
に
名
称
を
一
新
し
開
催
。

有
田
中
学
校
地
区
は
６
区
が
７
連
覇
を
果

た
し
、
西
有
田
中
学
校
地
区
は
北
ノ
川
内

地
区
が
総
合
優
勝
を
果
た
す
。

20
日　

特
別
企
画
「
有
田
×
野
老
」
展
が

九
州
陶
磁
文
化
館
で
開
催
。

26
日　

有
田
マ
イ
セ
ン
姉
妹
都
市
提
携
40

周
年
を
記
念
し
て
マ
イ
セ
ン
市
な
ど
を
訪

問
（
10
月
３
日
ま
で
）。

１
月

２
月

３
月

７
月

８
月

９
月

▲平成 31 年有田町成人式

▲ 有田・武雄・嬉野地区連携推進会議

▲ ニッポンたからものプロジェクト

▲ 有田スポーツ大会

▲ 設置された陶板モニュメント

▲ 第 9 回有田夏祭り納涼花火大会
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▲ 第 13 回ほたるまつり

▲伝えよう！私のルーツ

年を振り返る2019
４
月
３
日　

唐
船
城
築
城
８
０
０
年
を
記

念
し
て
石
橋
浩
さ
ん
（
下
山
谷
）
が
町
と
山

田
神
社
に
彫
刻
を
寄
贈
。

27
日　

旧
田
代
家
西
洋
館
国
重
要
文
化
財

指
定
を
記
念
し
て
「
よ
み
が
え
る
レ
ト
ロ

モ
ダ
ン
」
が
開
催
。（
５
月
12
日
ま
で
）

29
日　
「
第
１
１
６
回
有
田
陶
器
市
」
が

始
ま
る
（
５
月
５
日
ま
で
）。
１
２
４
万
人

が
来
場
。

29
日　
「
第
１
１
６
回
有
田
国
際
陶
磁

展
」
で
文
部
科
学
大
臣
賞
に
島
田
敏
生
さ

ん
（
幸
平
）
が
、
経
済
産
業
大
臣
賞
に
原

田
吉
泰
さ
ん
（
応
法
）
が
輝
く
。（
５
月

12
日
ま
で
）。

５
月
４
日　

有
田
焼
の
陶
祖 

李
参
平
の

偉
業
に
感
謝
し
、「
陶
祖
祭
」
が
陶
山
神

社
で
開
催
。

11
日　

旧
日
本
海
軍
の
第
28
代
連
合
艦

隊
司
令
長
官 

古
賀
峯
一
元
帥
の
慰
霊
祭

を
陶
山
神
社
で
開
催
。

25
日　

第
13
回
ほ
た
る
ま
つ
り
が
東
出

張
所
駐
車
場
で
開
催
。

６
月
28
日　

松
尾
文
則
議
長
が
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
会
長
に
就
任
（
任
期
は
７

月
17
日
か
ら
２
年
間
）。

30
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
期
が
開
催

さ
れ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
剣
道
が
実
施
（
雨

天
の
た
め
軟
式
野
球
と
水
泳
競
技
は
中
止
）。

10
月
21
日　

青
少
年
交
流
事
業
で
マ
イ
セ

ン
市
か
ら
青
少
年
訪
問
。

21
日　
「
第
61
回
有
田
皿
山
ま
つ
り
」
が

開
催
。
当
番
区
は
６
区
。

22
日　
「
有
田
町
文
化
祭
」
を
町
内
各
所

で
開
催
（
11
月
18
日
ま
で
）。

30
日　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
と

友
好
協
定
を
締
結
。

11
月
１
日　
「
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
２
０
１
９
」
に
出
場
す
る
５
カ
国
の
代

表
が
有
田
を
巡
覧
。

１
日　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
富
田
紗

貴
さ
ん
が
就
任
（
商
工
観
光
課
所
属
）。

9
日　
「
わ
が
ま
ち
ア
リ
タ
の
平
成
史
」

を
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
。（
12
月
15

日
ま
で
）

17
日　

石
場
相
撲
大
会
が
白
磁
ヶ
丘
公
園

相
撲
場
で
開
催
。

18
日　

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
と
連
携
協
定
を
締
結
。

20
日　
「
第
15
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
」
開
催
（
24
日
ま
で
）。

24
日　
「
第
７
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
」
を
役
場
と
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

12
月
10
日　

文
化
交
流
大
使
を
ニ
コ
ラ

イ
・
バ
ー
グ
マ
ン
さ
ん
へ
委
嘱
。

８
日　
「
伝
え
よ
う
！
私
の
ル
ー
ツ
」
が

焱
の
博
記
念
堂
で
開
催
。

４
月

５
月

６
月

10
月

11
月

12
月

▲ 第 116 回有田陶器市

▲ 有田・マイセン姉妹都市提携 40 周年

▲ 陶祖祭

▲ ミスインターナショナル 2019 の代表
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

東出張所は１月６日から、当分の間
「生涯学習センター」に移転します

　岩谷川内の東出張所は老朽化のため、令和元年 12 月 27 日（金）をもって
閉所しました。閉所後は生涯学習センター南館（１階）に機能を移転し、令
和２年１月６日（月）から業務を開始します。
　町税・国民健康保険税・上下水道使用料など支払いの取り扱いができなく
なる業務があります。　　　　　　　　　　詳しくは▶住民環境課　☎ 46・2114

　令和 2 年 1 月 6 日の東出張所移転に伴い、消費生活相談
の窓口も生涯学習センターへ移転します。相談窓口開設の曜
日や時間に変更はありません。（予約者優先）

日時▶毎週火、木曜日 9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時 30 分
問合わせや相談予約▶東出張所　☎ 43・2105

有田町消費生活相談窓口　移転のお知らせ

「有田観光協会」も移転します
移転日▶令和２年１月 31 日（金）
移転場所▶〒 844・0005
　　　　　有田町幸平１・１・１（有田館２階）
詳しくは▶有田観光協会　☎ 43･2121
※駐車場は旧有田商工会議所跡地をご利用く

ださい。
※１月 30 日（木）は移転作業のため休業し

ます。

年
末
年
始
は
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

注意
喚起

　

屋
根
や
床
下
の
検
査
と
い
っ
て
訪
問

し
、
不
安
を
あ
お
る
結
果
を
伝
え
て
高

額
な
契
約
を
さ
せ
る
点
検
商
法
や
、「
今

の
契
約
が
終
わ
っ
て
か
ら
３
カ
月
だ
け

で
も
い
い
の
で
」
と
い
う
よ
う
な
将
来

の
契
約
を
取
り
付
け
る
先さ
き

付づ
け

契
約
を
勧

め
る
新
聞
の
勧
誘
な
ど
、
年
末
年
始
は

訪
問
販
売
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

し
ま
す
。

　
「
今
な
ら
特
別
に
安
く
で
き
ま
す
」
な

ど
契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
契
約
を

せ
ず
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取

っ
た
り
、
家
族
な
ど
信
頼
で
き
る
人
に
相

談
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
話
を
聞
い
て
く
れ
た
か
ら
お

礼
に
」
と
言
っ
て
ビ
ー
ル
や
日
用
品
を
渡

し
、
受
け
取
り
の
サ
イ
ン
だ
と
説
明
し
て

契
約
書
に
署
名
を
さ
せ
る
悪
質
な
業
者
も

い
ま
す
。
安
易
に
名
前
は
書
か
ず
粗
品
も

受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
、
必
要
の
な
い

契
約
は
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。　

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「（
局
番
な
し
）

１
８
８
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■  町交際費 11 月 ■

項　目 金　額 備　考

会　費 21,000 円 東京有田会総会会費ほか２件

弔慰金 5,000 円 西地区戦没者追悼式供花料

雑　費 31,888 円
東京有田会総会への特産品寄贈
ほか１件

合　計 57,888 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

定住
促進

　町は、定住人口の増加を促進するため、平成 21

年度から町内に新築住宅を取得した方を対象に奨励

金を交付する「定住促進制度」を設けています。

　この奨励金制度を、令和２年 4 月 1 日から次のと

おり改正します。

定住奨励金が新しくなります
〈注意〉

　新しい制度の対象者は、令和２年４月１日以降に新

築住宅を取得された方です。4 月１日以降の申請でも

新築住宅の取得日が３月 31 日以前の方は、旧制度で

の交付となります。

主な改正点
　１．「転入」「持家」の区分を撤廃し、「定額」と「各種加算」方式に変更

　２．転入加算の対象者の要件を、「町外居住５年以上」から「町外居住３年以上」に変更

項目 金額 内容（対象者、条件など）
転入奨励金 100 万円 町外に５年以上居住され、転入される方

持家奨励金 40 万円 町内に居住されている方、または町外に５年未満居住し転入される方

加　算　金 30 万円 町内建築業者による建築の場合

項目 金額 内容（対象者、条件など）
定額 20 万円 新築一戸建てを取得され、居住を始められた場合

転入加算 60 万円 転入前、町外に３年以上居住していた方

子育て世代加算 10 万円 / １人 申請時、同居する中学生以下の子どもの人数（人数制限なし）

町内業者施工加算 30 万円 町内建築業者による建築の場合

新婚世帯加算 10 万円 申請者が新築住宅に居住を開始した日より前２年以内に婚姻している場合

※交付例：町内業者新築家屋を建て、町外に５年以上居住していた転入者の場合

　　　　　⇒　転入奨励金（100 万円）　＋　加算金（30 万円）　＝　交付額（130 万円）

■　旧制度　令和２年３月 31 日までに新築住宅を取得された方

■　新制度　令和２年４月１日以降に新築住宅を取得された方

※交付額は、定額（20 万円）に該当する加算金を足した合計額となります。

※交付例：町内業者で新築住宅を建て、町外に３年以上居住し、中学生以下の子ども２人とともに転入の場合

　　　　　⇒定額（20 万円）　＋　転入加算（60 万円）　＋　子育て加算（10 万 × ２人）

＋　町内業者施工加算（30 万円）　＝　交付額（130 万円）

□　共通条件
・税金などの未納がない方

・新築住宅に５年以上居住する

意思がある方

・過去に定住奨励金を受けたこ

とがない方（旧制度を含めて）

※その他、諸条件があります。

実施期限▶令和５年３月 31 日まで

申請方法▶所定の申請書に必要事項を記入し、申請に添付する必要

書類を添えて町まちづくり課へ提出してください。申請書などの様

式は町ホームページからダウンロードできます。新制度の申請様式

などは、２月末日までに町ホームページに掲載します。

※住宅の建物表示および所有権保存登記が完了し、居住開始後の申請

となります。

申請をお考えの方は、事前にご相談ください。

詳しくは▶まちづくり課　☎ 46・2990

〈令和２年４月１日 制度改正〉
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統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

募集
　

町
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い

た
だ
く
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

応
募
い
た
だ
い
た
方
は
、
町
の
登
録
調
査

員
と
し
て
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

仕
事
内
容
▼

・	

統
計
調
査
事
務
説
明
会
へ
の
出
席
。

・	

調
査
票
の
記
入
を
事
業
所
や
世
帯
に
依

頼
し
、
後
日
回
収
す
る
。

・	

調
査
票
の
内
容
を
点
検
し
、
町
や
県
に

提
出
す
る
。

応
募
条
件
▼

・	

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

・	

責
任
と
熱
意
を
持
っ
て
調
査
の
事
務
を

遂
行
で
き
る
方

・	

秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

・	

選
挙
、
警
察
、
税
務
に
直
接
関
係
の
な

い
方

報
酬
▼
国
が
定
め
る
額
の
手
当
て
を
支
給

応
募
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
46
・
２
９
９
０

農林業
センサス

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の
生
産

構
造
や
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、5
年
ご
と
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
一
定
規
模
以
上
の
農
林

産
物
の
生
産
ま
た
は
委
託
を
受
け
て
農
林

業
作
業
を
行
う
世
帯
や
会
社
な
ど
の
組
織

で
す
。

　

１
月
中
旬
以
降
に
調
査
員
が
調
査
対
象

者
を
訪
問
し
、
現
状
の
確
認
や
関
係
書
類

を
配
布
し
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
調
査
情
報

は
統
計
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用
目
的

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
準
日
▼
令
和
２
年
２
月
１
日

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

２
０
２
０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
ち

づ
く
り
課
内
「
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

申
込
書
▼
役
場
お
よ
び
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
46
・
２
９
９
０

46
・
２
１
０
０

 m
achidukuri@

tow
n.arita.lg.jp

　

有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、「
女

性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
で
実
施
す
る
「
赤

ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
の
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
８
日
（
日
）

・	

受
付　
　
　

11
時
～
11
時
30
分

・	

競
技
開
始　

12
時
（
予
定
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

参
加
資
格
▼

・	

立
ち
歩
き
を
し
な
い
１
歳
未
満
の
乳
児

・	

町
内
在
住
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族

レ
ー
ス
内
容
▼

・	

Ａ
＝
は
い
は
い
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

・	

Ｂ
＝
は
い
は
い
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

（
応
募
者
を
ビ
ギ
ナ
ー
・
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

に
分
け
、
各
コ
ー
ス
５
人
ず
つ
の
３
レ
ー
ス

で
予
選
・
決
勝
を
行
い
ま
す
。）

・	

コ
ー
ス
は
４
ｍ
で
、
制
限
時
間
１
分

・	

途
中
歩
い
た
場
合
は
失
格

募
集
人
数
▼
各
コ
ー
ス
15
人

賞
品
▼

・	

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
＝
各
コ
ー
ス
の
優
勝

者
・	

参
加
賞
＝
全
員

募
集
締
切
▼
２
月
14
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
出
場
者
募
集

募集

FAX

add

▲ 昨年の「赤ちゃんはいはいレース」の様子
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12
月
９
日
、
人
権
擁
護
委
員
の
池
田
晋

一
郎
さ
ん
（
山
谷
切
口
）
の
法
務
大
臣
表

彰
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
、
平
成
20
年
に
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
現
在
も
人
権
相
談
業

務
や
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
、

地
域
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
多
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
て
「
常
に
周
囲
へ
関
心
を

持
ち
、
深
刻
化
す
る
問
題
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
が
大
切
。
今
後
も
人
権
へ
の
理
解
が

広
が
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話

池
田
晋
一
郎
さ
ん
に
法
務
大
臣
表
彰

表彰

さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

人
権
擁
護
委
員

▲左から松尾町長、池田さん、伊万里
人権擁護委員協議会 吉永会長

▲湊 充子さん

　

１
月
１
日

付
け
で
、
髙

峰
智
晃
さ
ん

（
戸
矢
）
と

湊
充
子
さ
ん

（
中
樽
）
が

人
権
擁
護
委

員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。 人

権
擁
護
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

人権

▲髙峰智晃さん

　

任
期
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を

経
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方

で
、
町
内
で
は
７
人
の
委
員
が
人
権
相

談
や
人
権
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
た
め
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

休日
窓口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

で
、
町
か
ら
受
取
案
内
が
届
い
た
方
を
対

象
に
、休
日
の
交
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
の
受
け
取
り
が
困
難

な
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

休
日
窓
口
は
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

開
設
日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）
９
時
～
12
時

交
付
窓
口
▼
住
民
環
境
課

取
扱
業
務
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け

取
り
の
み
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
▼

①
受
取
案
内
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行

通
知
書
兼
照
会
書
」

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

④
本
人
確
認
書
類

・	

顔
写
真
付
き
の
書
類
の
場
合
は
１
種
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）　

・
顔
写
真
付
き
で
な
い
書
類
の
場
合
は
２

種
類
（
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
医
療
費
受
給
資
格
証
な
ど
）

⑤
印
鑑

　

２
月
以
降
の
開
設
日
時
に
つ
い
て
は
、

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
欄
へ
掲
載
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課

　

☎
46
・
２
１
１
４

防災行政無線のメール登録を
お願いします

　防災行政無線を聞き逃した場合でも、携帯電話に届くメー
ルで内容を確認することができます。
　右の QR コードを読み取るか、下のアドレスから登録をお
願いします。
PC・スマホ▶「https://plus.sugumail.com/usr/saga-arita/home」
ガラケー     ▶「https://m.sugumail.com/m/saga-arita/home」
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961 まで。

▲ PC・スマホ用

▲ガラケー用
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

■
償
却
資
産
と
は

　

個
人
や
法
人
で
工
場
や
商
店
を
営
ん
で

い
る
方
や
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸

し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
・
家
屋
以

外
の
構
築
物
、
機
械
、
工
具
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
有
形
の
固
定
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産

　

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
お

い
て
、
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
資
産
で
す
。
償
却
資
産
例
は
、
左
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
が
必
要
な
方

　

令
和
２
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

な
お
、
償
却
資
産
を
他
に
賃
貸
し
て
い
る

方
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
で

も
、
申
告
書
備
考
欄
に
「
増
減
な
し
」

と
記
載
し
て
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
や
廃
業
・
移
転
な
ど
で
全
て
の
資
産
が

減
少
し
た
場
合
も
、
申
告
書
備
考
欄
に
そ

の
旨
記
載
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
資
産

　

次
の
よ
う
な
資
産
は
課
税
対
象
に
な
ら

な
い
の
で
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・	

自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
自
動
車
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

・	

無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
特

許
権
、
営
業
権
な
ど
）

・	

繰
延
資
産

・	

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価

額
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、
一
時
に

損
金
算
入
し
た
も
の

・	

取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

一
括
し
て
３
年
間
で
償
却
す
る
も
の

（
一
括
償
却
資
産
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法
人
番
号
）

の
記
載
に
つ
い
て

　

個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号
を
、
法

人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
が
可
能

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
に
は
、
認
証
局
が
発
行

す
る
電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
が

必
要
で
す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

eltax.lta.go.jp/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→

く
ら
し
の
情
報
→
税
金
→
固
定
資
産
税
）
か

ら
「
償
却
資
産
申
告
書
様
式
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　
　
　
　

☎
46
・
２
７
３
６

業　種 該当する償却資産例

各業種
共通

舗装路面、門、塀、外灯、ネオンサイン、看板、
応接セット、キャビネット、ロッカー、金庫、
パソコン、コピー機、テレビ、レジスター、
エアコン、LAN 配線、自動販売機、太陽光発
電設備など

窯業
電気炉、ガス炉、焼成装置、集塵機、ろくろ、
コンプレッサーなど

農業
ビニールハウス、最高時速が毎時 35 ㎞以上の
農耕作業用自動車など

不動産
貸付業

アスファルト舗装、フェンス、ゴミ置場、自
転車置場、緑化施設、外灯、受変電設備、発
電機設備など

医業
各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、心電計、
レントゲン装置、歯科診療ユニットなど）

理容・
美容業

理容・美容椅子、タオル蒸器、パーマ器、サ
インポールなど

小売業 陳列棚、陳列ケース、冷蔵庫、冷凍庫など

飲食業
カウンター、室内装飾品、厨房設備、放送設備、
カラオケ機器、冷蔵庫、冷凍庫など

娯楽業
ゲーム機、パチンコ台、パチスロ台、両替機、
玉貸機など

ガソリン
スタンド

ガソリン計量器、リフト、充電器、洗車機、
照明設備、地下タンク、独立キャノピーなど

製造業
受変電設備、製造加工設備、タンク、受水槽、
煙突、ベルトコンベアー、プレス機、旋盤、
測定工具、検査工具など

クリー
ニング業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ミシン、
ボイラー、ビニール包装設備など

建設業
大型特殊自動車（ブルドーザー、油圧ショベル
など）、ミキサー、コンクリートカッターなど

申告期間

１/ ６（月）

1  /   31（金）

固定資産（償却資産）の
申告をお忘れなく！

12 月中旬に申告書を送付しました ～
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

　

町
は
、
家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保

護
者
な
ど
の
交
流
や
相
談
の
場
を
幅
広
く

提
供
す
る
た
め
、
現
在
有
田
町
社
協
が

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ち
と
せ
」（
立
部
）

で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ち
ろ

り
ん
村
」
を
週
３
回
に
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
４
月
下
旬
か
ら
は
、

現
在
建
設
中
の「
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
」

（
大
木
宿
）
に
お
い
て
月
～
金
曜
日
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
「
ち
ろ
り
ん
村
」
を

拡
充
し
ま
す

子育て

開
所
日
▼
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
（
年
末

年
始
、
祝
祭
日
を
除
く
）

開
所
時
間
▼
10
時
30
分
～
15
時

対
象
者
▼
未
就
園
児
と
保
護
者
な
ど

利
用
料
・
傷
害
保
険
料
▼
６
０
０
円
（
初

回
利
用
時
の
み
）

詳
し
く
は
▼

・
有
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
41
・
１
３
１
５

・
子
育
て
支
援
課　
　

 

☎
25
・
９
２
０
０

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
！

固定
資産税

　

固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）

に
存
在
す
る
土

地
・
家
屋
・
償
却

令和２年１月１日

取り壊し

取り壊し

資
産
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
家
屋
を
１
月
１
日
ま
で

に
取
り
壊
し
た
場
合
、
次
年
度
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
速
や
か
に
「
家
屋
滅
失

届
」を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
令

和
２
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋
を
取
り
壊
し

た
と
き
は
、
令
和
２
年
度
ま
で
課
税
さ
れ
ま

す
）。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、法
務
局
で
滅
失
登
記
が
必
要
で
す
。

■
住
宅
用
地
と
の
関
係

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
居
住
用
家
屋
が

存
在
す
る
住
宅
用
地
に
は
、
そ
の
税
負
担

を
軽
減
す
る
特
例
措
置
（
そ
の
土
地
の
課

税
標
準
額
に
つ
い
て
１
戸
あ
た
り
２
０
０
㎡

ま
で
は
６
分
の
１
、２
０
０
㎡
を
超
え
た
分
は

３
分
の
１
の
額
）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例
が
外

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
宅
地
の
税
額
は

上
が
り
ま
す
。

※
「
家
屋
滅
失
届
」
の
様
式
は
、
税
務
課

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

課税対象外

課税対象

令和２年度固定資産税

　

有
田
町
地
域
婦
人
会
会
長
の
福
島
ス
ミ

子
さ
ん
（
楠
木
原
）
が
県
教
育
委
員
会
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
さ
ん
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
防
止
啓

発
活
動
や
10
年
以
上
続
く
高
齢
者
、
障
害

者
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
主

体
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
て
「
協
力
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
『
継
続

は
力
な
り
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
ス
ミ
子
さ
ん
県
教
育
委
員
会
表
彰

表彰

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

有
田
町
地
域
婦
人
会
会
長
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

　各地区の民生委員・児童委員 56 人と主任児童

委員 3 人が厚生労働大臣から委嘱されました。任

期は令和元年 12 月 1 日から 3 年間です。

 　民生委員・児童委員は、高齢者や身体の不自由

な方、子どもの問題や生活困窮などの福祉相談に

守秘義務をもって応じるほか、 必要に応じ町や関

係機関への橋渡しを行うなど、地域福祉の増進に

努める活動を行っています。

詳しくは ▼ 民生委員・児童委員協議会事務局

（健康福祉課内）　☎ 43・2237
【敬称略】

◎：民生委員・児童委員協議会会長　○：同副会長

◎

○

○

新しい民生委員・児童委員を紹介します

氏名 電話 担当地区

寄田　哲雄 ☎ 42・3579 泉山（一丁目１番～ 13 番、二丁目
全部）

鷹取　富子 ☎ 42・3663 泉山（上記以外）

永尾　英満 ☎ 42・3268 中樽（二丁目７番～ 24 番）

仁戸田昭子 ☎ 42・3618 中樽（二丁目１番～６番、25 番～
31 番、三丁目）

山口　俊之 ☎ 42・6179 中樽（一丁目）

永尾　勝敏 ☎ 42・4718 上幸平

前田ひとみ ☎ 43・2317 大樽・幸平（二丁目）

武富三次郎 ☎ 42・2579 幸平（一丁目）・赤絵町

松尾　葊志 ☎ 42・4342 白川

岩尾　賢一 ☎ 42・3884 稗古場

木寺　道子 ☎ 42・4520 中の原・岩谷川内（一丁目 1 番全
域、二丁目４番全域、二丁目３番
の 34 号、35 号）

野林キヌヨ ☎ 42・3706 岩谷川内（上記以外）

岸川　静夫 ☎ 42・4803 古木場・境野・戸矢（１班、２班、

６班）

松尾美惠子 ☎ 43・2437 戸矢（３班～５班、７班～ 15 班）

林　　昭子 ☎ 42・3862 大野

関　　弘美 ☎ 42・4531 桑古場

池田美代子 ☎ 42・2741 本町（１班〜 17 班）

池田　泰造 ☎ 42・2616 本町（上記以外）

池田　紀子 ☎ 42・5615 戸杓（１班～９班）

栗山　滿明 ☎ 43・3186 戸杓（上記以外）

永石　 子 ☎ 43・3175 外尾町

大串　弘子 ☎ 42・5447 外尾山

山口　淳子 ☎ 42・2389 丸尾（１班～９班）

樋渡　悦子 ☎ 42・4375 丸尾（10 班～ 18 班）

溝上　康晴 ☎ 42・4065 赤坂

松田　一夫 ☎ 42・3300 黒牟田

原田　宮子 ☎ 42・2724 応法

佐藤　康惠 ☎ 42・4610 南原（上南原）・南原県住・窯ノ辻・
平床１班～４班

西山　智子 ☎ 42・2428 南原（下南原）・東小物成・小溝

橋本　利彦 ☎ 42・2031 南原（西小物成）・下南山５班～
７班・サンコーポラス

深江　弘之 ☎ 43・2374 南原（三代橋・三代橋県住・西部
団地・清六）

吉谷　澄江 ☎ 43・3432 南山（上南山・下南山１班～４班）

氏名 電話 担当地区

池田ハル子 ☎ 46・4064 原明・代々木

小川　一正 ☎ 46・4826 舞原

岩永　孝則 ☎ 46・4028 楠木原

岩崎　啓子 ☎ 46・3349 上本

空閑　康則 ☎ 46・4231 下本

岩永　信隆 ☎ 46・3070 北ノ川内

岩永美佐江 ☎ 46・3033 黒川

詫摩　勇生 ☎ 46・4071 仏ノ原

道津　　功 ☎ 46・4621 下内野

中山　　新 ☎ 46・4654 上内野

東　　秀一 ☎ 46・4664 蔵宿

川久保夏光 ☎ 46・3435 桑木原

前田あつ子 ☎ 46・2156 山本

福田　安廣 ☎ 46・4475 大木宿

立部　　薫 ☎ 46・5214 立部（ＭＲ線路西側）

岩永　文子 ☎ 46・2436 立部（ＭＲ線路東側）

廣　　照子 ☎ 46・3502 広瀬

坂口つや子 ☎ 46・3155 広瀬山

石橋　　保 ☎ 46・2257 岳

山口　哲紀 ☎ 46・2000 山谷切口

岸川　嘉見 ☎ 46・2374 上山谷

佐藤　京子 ☎ 46・2093 下山谷

池田　義久 ☎ 46・3044 山谷牧

池田　桂子 ☎ 46・2009 二ノ瀬

■主任児童委員
吉島　雅子 ☎ 43・3894 中部小・曲川小

納富万里子 ☎ 46・2745 大山小・西有田中

吉野　佳子 ☎ 42・4444 有田小・有田中

【敬称略】

民生委員
児童委員
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

令和２年度 会計年度任用職員を募集します
職員
募集

　地方公務員法などが改正されたことに伴い、令

和２年４月から会計年度任用職員制度が創設され

ます。（現行は、臨時・非常勤職員制度）

　会計年度任用職員は、一定の基準に該当する場

合、通勤に係る費用や健康保険・厚生年金・雇用

保険の適用に加え期末手当が支給されます。

　有田町では、令和２年４月以降従事していただ

く会計年度任用職員を下記のとおり募集します。

給与単価、勤務時間、勤務場所などは職種によっ

て異なります。詳しくはホームページをご覧くだ

さい。

募集期間▶１月６日（月）～１月 29 日（水）

任用期間▶４月１日～令和３年３月 31 日（人事評価を

踏まえ翌年度に再度任用する可能性があります）

申込方法▶ホームページに掲載している「有田町会計

年度任用職員募集申込書」に必要事項を記入し、写真

を添付して総務課へ提出してください。申込書などは

総務課でも配布します。

選考方法▶書類選考および面接

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

■主な募集する職種

職種 給与単価 勤務時間数（予定） 勤務場所 必要な資格・能力

一般事務補助    897 円／時 週 32 時間 30 分程度 役場ほか 簡単なパソコン操作

施設補修作業員    811 円／時 週 30 時間程度 生涯学習センター 簡単な修繕技術

学校用務員    865 円／時 週 32 時間 30 分程度 町立小学校 －

学校図書館司書
兼会計事務補

   961 円／時

※無資格の場合給

与単価 897 円／時

週 32 時間 30 分程度 町立小中学校
司書

簡単なパソコン操作

特別支援員 865 円／時 週 32 時間 30 分程度 〃 －

適応指導教室指導員 1,014 円／時 週 30 時間程度 適応指導教室ゆう 教員免許

保育士（早出遅出勤務有） 1,014 円／時 週 35 時間程度 町立保育園 保育士

保育士（早出遅出勤務無） 952 円／時 週 35 時間程度 〃 〃

保育補助  897 円／時 週 35 時間程度 〃 －

保健師 1,360 円／時 週 35 時間程度 福祉保健センター 保健師

看護師 1,040 円／時 週 31 時間程度 〃 看護師

社会福祉士 1,040 円／時 週 35 時間程度 〃 社会福祉士

佐賀県の最低賃金が改定されました

■ 地域別最低賃金
・佐賀県最低賃金　７９０円（令和元年 10 月４日～）

■ 特定（産業別）最低賃金
・	 一般機械器具製造業関係　８６７円（令和元年 12 月 29 日～）

・	 電気機械器具製造業関係　８３６円（令和元年 12 月 22 日～）

・	 陶磁器・同関連製品製造業　７９１円（令和元年 12 月７日～）

　なお、①賞与などの臨時の賃金、②深夜などの割増賃金、
③通勤手当などは、最低賃金に含まれません。
詳しくは▶佐賀労働局　☎ 0952・32・7179

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と
金額をお知らせします。

■  ふるさと納税   ■

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更にな
り、累計が合わないことがあります。

 詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

　   件　数 　　金　額

令和元年 11 月分 3,363 件 157,126 千円　

令和元年度累計 8,754 件 372,298 千円　
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高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

後期
高齢者

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医

療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
の
方
全
員
が
、
１
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

（
高
額
療
養
費
な
ど
を
除
く
）
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
30
年
度
分
の
支
給
要
件
・
支
給
基

準
額

支
給
要
件
▼
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
の
方
全
員
が
、
平
成
30
年

８
月
か
ら
令
和
元
年
７
月
末
ま
で
に
支
払

っ
た
医
療
保
険
お
よ
び
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
（
高
額
療
養
費
な
ど
を
除
く
）
が
、

次
の
算
定
基
準
額
を
超
え
た
場
合
、
自
己

負
担
額
か
ら
算
定
基
準
額
を
差
し
引
い
た

額
を
支
給
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
か
ら
算
定
基
準
額
を
差
し

引
い
た
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

算
定
基
準
額
▼

① 

被
保
険
者
証
の
負
担
割
合
が
「
３
割
」

で
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
被
保
険

者
の
住
民
税
課
税
所
得
が
次
の
項
目

に
当
て
は
ま
る
方

・	

６
９
０
万
円
以
上
→
２
１
２
万
円

・	

３
８
０
万
円
以
上
→
１
４
１
万
円

・	

１
４
５
万
円
以
上
→
67
万
円

② 

①
、
③
、
④
以
外
の
方
→
56
万
円

③ 

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
方
→
31
万
円

④ 

③
の
う
ち
、
世
帯
員
全
員
の
所
得
が

一
定
基
準
以
下
（
年
金
収
入
80
万
円
以

下
な
ど
）
の
方
→
19
万
円

■
支
給
の
対
象
と
な
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

と
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方
に

は
、
２
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
を
す
る
予
定

で
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
、
有
田

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
福
祉
課 

後
期
高
齢
者
医
療
担
当
の
窓
口
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
上
記
の
支
給
要
件
を
参
考

に
さ
れ
、
支
給
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
方
▼

平
成
30
年
８
月
か
ら
令
和
元
年
７
月
末
ま

で
の
間
に
、

・	

市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方
（
県

外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）

・	

他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方
（
75
歳
の
年

齢
到
達
者
な
ど
）

・	

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
方
（
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
生
活
保
護
を

受
け
始
め
た
方
）

※
具
体
的
な
手
続
き
や
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
時
効
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
は
、基
準
日（
毎

年
７
月
31
日
）
の
翌
日
か
ら
２
年
を
経
過

す
る
と
時
効
と
な
り
、
支
給
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
申
請
は
、
基
準
日
の
翌
日
か

ら
２
年
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
計
算
期
間
（
８
月
～
翌
年
７
月
）
の
途

中
で
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
方
の
基
準
日

に
つ
い
て
は
、
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
日

の
前
日
（
死
亡
の
場
合
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
日
）
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・	

健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

☎
43
・
２
１
８
２

・	

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
５
２
・
64
・
８
４
７
６

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
有
田
２
０
１
９
年
12
月
号
」

で
、
左
記
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課☎

46
・
２
１
１
１

■
３
ペ
ー
ジ
「
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
保
と
協
定
締
結
」

○
写
真
説
明
部
分
の
会
社
名

（
正
）
株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
Ｐ
ネ
ッ
ト

　
　

  

有
田
店

■
15
ペ
ー
ジ「
佐
賀
県
文
学
賞
入
賞
・

入
選
者
紹
介
」

○
発
表
日

（
正
）
10
月
31
日

○
入
選
者
名

（
正
）
短
歌
の
部　

佳
作

　
　

  

松
尾　

代
さ
ん
（
戸
矢
）

■
18
ペ
ー
ジ
「
第
13
回
有
田
町
民
剣

道
大
会
」

○
入
賞
団
体
名

（
正
）
小
学
生
の
部　

団
体
戦
優
勝

　
　

  

涵
養
道
場
Ｂ

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

進
学
・
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

県
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
児
童

や
父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支
度

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼

令
和
２
年
度
に
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
入

学
を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
受
付
期
間
▼
３
月
13
日
（
金
）
ま
で

　

左
記
以
外
に
も
、
生
活
資
金
や
転
宅
資

金
な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

修学資金（円 / 月額）

学校種別 公　立 私　立

高等学校 27,000（34,500） 45,000（52,500）

高等専門学校 31,500（33,750） 48,000（52,500）

短期大学 67,500（76,500） 79,500（90,000）

大　学 67,500（76,500） 81,000（96,000）

大学院 修士課程  132,000　博士課程  183,000

就学支度資金（円）

学校種別 公　立 私　立

高等学校
150,000（160,000） 410,000（420,000）

高等専門学校

短期大学
370,000（380,000） 580,000（590,000）

大　学

大学院 380,000 590,000

※（　）は自宅外通学の場合。
※　専修学校（専門学校など）も対象になります。

進学
就職
支援

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を
持

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・	

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所　

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
２
１
０
２

・	
子
育
て
支
援
課　

母
子
福
祉
担
当

 

☎
25
・
９
２
０
０

町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

有田町の国際交流員、ヴィンセント・ポール・ホイザさんのコラムです。

No.16

寒さ対策

　皆さん、あけましておめでと

うございます。今年もどうぞよ

ろしくお願いします。

　有田も本格的に寒くなってき

ましたね。冬になると日本人の

多くがマスクをしている姿を目

にしますが、ドイツでは一般人

がマスクをする機会はほとんど

ありません。

　ドイツでマスクをしている人

といえば、医師や看護士、研究

者や工場で働く人くらいです。

そのため、公共の場でマスクを

している人を見かけると、きっ

とこの人は重い病を患っている

のだろうと思われがちです。

　寒さが厳しい冬、ドイツ人が

何よりも大切にしているのは、

その場の温度に適した服装をす

ることです。屋外と屋内の温度

差への対応が簡単にできるよう、

一枚一枚がそれほど厚くない服

を何枚も重ね着します。

　もちろん部屋を暖かくしたり、

体を温めたりする方法も活用し

ます。ドイツの家庭には、ほぼ

確実に暖房が設置されていて、

部屋全体を暖める方法として広

く使われています。また、体を

温める手段として「お湯」が欠

かせません。普段湯船にあまり

浸からないドイツ人でも冬は湯

船に浸かる人が増えます。一方

で、「足元が冷えなければ大丈夫」

という意識もあるため、ソファ

ーに座っているときなどに、容

器にお湯をため足湯として使う

人も多くいます。

　日本の冬には「こたつ」が欠

かせないですね。日本に来て「こ

たつ」に出会いましたが、なぜ

ドイツ人の寒さ対策に「こたつ」

が入っていないのだろうと残念

に思います。

ドイツ
Reporter
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有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報

第 14 回有田町子どもクラブ駅伝大会
“万全のたすきリレー”８区に栄冠

　第 14 回有田町子どもク
ラブ駅伝大会（有田町子ど
もクラブ連絡協議会主催）

が、12 月 1 日に歴史と文
化の森公園で開催されま
した。
　レースは、町内各区対
抗の 14 チーム（プラスオ

優秀選手賞受賞者　（敬称略）
区 名前 区 名前

２区 　吉本龍之介 ９区 　飯田　憲人
３区 　西村　聖哉 10 区 　望月　結衣
４区 　山本　　善 11 区 　筒井　澪心
５区 　松村　泰樹 12 区 　和田　蒼輝
６区 　西　　大輝 13 区 　福田紗莉菜
７区 　樋口　心温 14 区 　松岡　誠弥
８区 ◎藤﨑　翔琉 16 区 　日浦　　光

※１区および 15 区は棄権

ープン参加 1 チーム）が
出場し、8 区間 8.24km の
コースで争われました。
今にも雨が降り出しそう
な天気の中、選手たちは
元気いっぱいにたすきを
つなぎました。
　結果は、8 区が磐石の
たすきリレーで、2 位に
56 秒差をつけて 3 連覇を
果たしました。また、各
チームの監督により、特

優勝した８区の皆さん

に頑張った選手を「優秀選手」と
して推薦しました。
　大会の成績は次の通り。
優　勝▶８区（31 分 57 秒）
準優勝▶５区（32 分 53 秒）
３　位▶ 11 区（33 分 6 秒）

※ ◎は最優秀選手

区間賞受賞者　（敬称略）
区間 学年 区 名前

１区間 中学男子 ５区 松村　泰樹
２区間 小５女子 ８区 谷口　　夢
３区間 小５男子 ８区 浦　　凪冴
４区間 小４以下男子 11 区 木寺　一真
５区間 小４以下女子 ６区 德久　莉央
６区間 中学女子  ４区  多久島奈菜
７区間 小６男子 16 区 堀　　太生
８区間 小６女子 ６区 伊藤　琴羽

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース 104

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

クリスマスのハプニング

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業
のアーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の
共同設立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大
学校で講師を務める。

　今年は４年に１度のオリンピック

の年です。私たち有田町とマイセン

市が姉妹都市として 40 年以上にわ

たって、お互いに思いやりながらこ

の友好関係を築いているように、お

もてなしと相互理解にあふれた年に

なるといいですね。有田の皆さまに

とっても素晴らしい１年になること

を祈っています。

　今回の絵は五輪のマークを自分な

りに解釈して描きました。五輪聖火

と同じように、窯の炎も絶えず燃え

続け、有田焼もオリンピックメダル

に負けないくらい最高の商品であり

続けることを願っています。
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詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

●体内時計は 24.5 時間！

　皆さんもご存じのとおり 1 日は 24 時間ですが、

人間の体内時計 (1 日のリズムを刻むメカニズム ) は

1 日 24.5 時間のため、ずれが生じています。この

体内時計 (24.5 時間 ) と 1 日 24 時間とがうまくか

み合った生活をしていないと、さまざまな病気・

体調不良の原因になることがわかってきました。

このずれをなくし体内時計をリセットしてくれる

ひとつが食事です。

●朝食で体内時計の針を合わせる！

　体内時計をリセットするおすすめの方法は朝食

をとることです。

　朝食を食べることで、体に朝の時間を教え体内

時計がリセットされます。佐賀県は朝食を抜くこ

とが週３回以上ある人の割合が全国と比較しても

高く、朝食を食べないたびに体内時計が乱れ、太

～令和２年は朝ごはんを絶対食べる～
健康には食べる時間が関係していた！

りやすくなっています。実にもったいない話です。

　ちなみに朝７時、昼 13 時、夜 19 時に食べると

体内時計はほとんど乱れません。また、食事の量の

割合は朝４：昼３：夜３の場合、体内時計はとても

うまくリセットされます。夕食の割合が多いと夜型

にずれ、太りやすくなってしまいます。

●体内時計のリセットは朝の魚摂取で！

　体内時計を動かすためには、たんぱく質と炭水化物

（糖質）の組み合わせが良いとされており、たんぱく

質の中でも魚油が一番効果があると言われています。

例えば朝食はご飯＋焼き魚、

シャケおにぎり＋牛乳などの

組み合わせがおすすめです。

参考資料▶
食べる時間を変えれば健康に

なれる　時間栄養学入門

　

アリタカラ通信　- No. 30 -

毎月、地域おこし協力隊の活動をお届けします。今月は上野菜穂子さんのコラムです。

棚田で映画を上映します　

　皆さま、新年あけましておめでとうございます。

今年もどうぞよろしくお願いいたします。

　毎月、内山地区で、「サラーム・シネマ」という

映画の定期上映会を開催しています。これまでこ

の地区の伝統的な町屋をお借りして上映を行って

きましたが、今月は岳の棚田にある「棚田館」が

会場となります。空間が変わることで、また新た

な映画体験を皆さんにお届けできるかなと思って

います。

　今回上映するのは、『いただきます　みそをつく

るこどもたち』。食や食育をテーマにした作品です。

子育てをしているお母さんや農業に携わる方々に

もぜひ見てほしい映画です。映画を観た後は、参

加者の皆さんに思ったことや感じたことをお話し

してもらおうと思っています。

　映画と合わせて、今回は協力隊の高橋さんと小

さなマルシェイベントを開催します。飲食や雑貨

あり、ワークショップあり、音楽ライブありの楽

しいイベントです。体にも心にもやさしい出店や

ライブ、映画をどうぞお楽しみください！

サラーム・シネマ vol.06

上映作品▶
『いただきます　みそをつくるこどもたち』

日時▶ 1 月 26 日（日）11 時～、14 時～

会場▶棚田館

料金▶予約 500 円／当日 800 円（小学生以下無料）

ご予約・お問合せ▶有田町地域おこし協力隊（上野）

☎ 0955-25-9230　info.aritakara@gmail.com
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休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号
１（水） 岩崎歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 22-4182
２（木） 上田歯科医院（伊万里市大坪町） ☎ 23-8185
３（金） 浦上歯科医院（伊万里市大坪町） ☎ 23-9100
５（日） いまり歯科診療所（伊万里市立花町） ☎ 29-8411
12（日） 岡本歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-8744
13（月） 小野歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2066
19（日） 小野デンタルオフィス（伊万里市東山代町） ☎ 25-9758
26（日） 國谷歯科医院（伊万里市東山代町） ☎ 28-4668
2/2（日） 古賀歯科医院（南原） ☎ 42-2464

※母子手帳交付は、事前に健康福祉課（☎ 43・5065）へ電話でご予約をお願いします。個別対応いたします。

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

15（水） 10 時～ 12 時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部 山口（☎ 080-5272-4115)
こころと
からだの相談日

月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

福祉保健センター

こころの相談
（要予約）

28（火）
９時〜 16 時　　　 役場１階町民ロビー内

（12 時〜 13 時は除く）ミーティングルーム
予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

女性総合相談 月〜金
８時 30 分～
17 時 15 分

専用ダイヤル（☎ 43-2210）
へ電話でご相談ください。
面談も対応可能です。

消費生活相談 火・木
９時 30 分〜 12 時、
13 時～ 16 時 30 分

年金相談
（要予約）

８（水） 10 時〜 15 時 役場１階ミーティングルーム
予約は武雄年金事務所へ（☎ 0954-23-0121）

障害者相談 月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

障害者生活支援センター
（☎ 23-3512）

発達障害児（者）
相談（要予約）

７（火）
21（火）

10 時〜 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 0952-37-0250）
　※受付時間月～金　10 時～ 17 時（祝日を除く）

視覚障害児（者）
相談

月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

佐賀県立盲学校
（☎ 0952-23-4672）

行政相談
人権相談

15（水） ９時〜 12 時
有田町西公民館 中会議室
生涯学習センター 青少年相談室

介護相談 21（火） 10 時〜 12 時 有田町社協会館
法律相談

（要予約）
21（火）

13 時～ 16 時 有田町社協会館
予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

家計の困りごと
相談会（要予約）

17（金） 10 時～ 16 時 東出張所
※予約は前日 16 時までに、グリーンコープ生協
　さがへ（☎ 0952-37-0800）

オストメイト相談
会＆情報交換会

17（金）
10 時～ 12 時

伊万里・有田共立病院 
地下１階　多目的室

日本オストミー協会 古賀（☎ 090-4510-7503）

東出張所（☎ 43-2105）
※予約者優先

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考
Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満
ヒブ 生後２カ月～５歳未満
小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満
四種混合（百日咳 ･ ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月未満

BCG １歳未満
ＭＲ（麻しん ･ 風しん）1 期 １歳～２歳未満
水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）２期
平成 25 年４月２日～

平成 26 年４月１日生まれ
日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満
日本脳炎  ２期 ９歳～ 13 歳未満
２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

成人用肺炎球菌
2020 年３月 31 日までに、65 歳・70 歳・
75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100
歳以上で過去に接種したことがない方

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･ 時間をお確かめください。

暮らしのカレンダー　  2020 年１月

休日医
伊万里休日・夜間急患医療センター（伊万里市立花町） ☎ 23-9910

納付のお知らせ　　　　詳しくは

▲

税務課　☎ 46-2736
▼税目名 ▼納期限・口座振替日 ▼日（曜）

町県民税
第４期納期限 31（金）
口座振替日 27（月）

国民健康保険税
第８期納期限 31（金）
口座振替日 27（月）

介護保険料
第７期納期限 31（金）
口座振替日 27（月）

後期高齢者医療保険料
第７期納期限 31（金）
口座振替日 27（月）

イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
成人式 ３（金） 14 時～ 焱の博記念堂
新年席書会 ４（土） 10 時～ 焱の博記念堂
新春歩く会 ５（日） ９時～ 赤坂球場駐車場集合
官公庁執務始め ６（月）
社協つどい場
おしゃ Very カフェ

毎週金曜日 11 時～ 15 時
老人福祉センター

「ちとせ」
新年賀詞交歓会 ７（火） 16 時～ 大有田焼会館
子育てサロン

「ちろりん村」
毎週火・木・
金曜日

10 時 30 分
〜 15 時

老人福祉センター
「ちとせ」

有田町消防出初式 12（日） ８時 30 分～ 焱の博記念堂

リサイクルデー
19（日） 外尾山防災広場、立部リサイクルステ

ーション、有田町リサイクルプラザ９時～ 11 時
叙勲祝賀会 23（木） 16 時～ 焱の博記念堂
マイナンバーカー
ド休日受取窓口

26（日） ９時～ 12 時 住民環境課

社協福祉のつどい 2/2（日） ９時 30 分～ 福祉保健センター

※各種相談は、年末年始（12/30 ～ 1/3）および 1/13（月）はお休みです。

情報ステーション情報ステーション InformationInformation
保健事業　　　　　　　　　　　　※ 場所は福祉保健センターです。　　　　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間
妊婦子育て相談 妊婦や乳幼児の保護者 ６（月） 10 時〜 12 時
れんげのつどい 乳幼児と保護者 ６（月） 10 時〜 12 時
母と子の広場 乳幼児と保護者 20（月）27（月） 10 時〜 12 時
４カ月児健診 令和元年９月生まれ 28（火） 13 時～ 13 時 20 分
７カ月児健診 令和元年６月生まれ 21（火） 13 時～ 13 時 20 分
12 カ月児相談 平成 31 年１月生まれ 28（火） ９時～ 11 時
１歳半児健診 平成 30 年５～６月生まれ 14（火） 12 時 45 分～ 13 時 15 分
２歳児相談 平成 29 年 12 月生まれ 21（火） ９時～ 11 時
運動トレーニング体験教室 町内在住の方 ６（月）、2/3（月） 事前に予約が必要です
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation
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報
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ン

情
報
ス
テ
ー
シ
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ン

第
２
期
有
田
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
案
へ
の
意
見
募
集

子
育
て
支
援
課　

　

町
は
、
子
ど
も
の
健
や
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な
育
ち

と
保
護
者
の
子
育
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環
境
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整
備
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２
期
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・
子
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援
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計
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し
た
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こ
の
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案
の
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つ
い
て
、
広
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町
民
の
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ま

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
▼

１
月
14
日
（
火
）
～
２
月
14
日
（
金
）

公
表
の
方
法
▼
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

子
育
て
支
援
課
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口
（
福
祉
保
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ン
タ
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田
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６
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４
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意
見
の
提
出
方
法
▼
子
育
て
支
援
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に
持
参
ま
た
は
郵
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ァ
ッ
ク
ス
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メ
ー
ル
な
ど
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
子
育
て
支
援
課

☎
25
・
９
２
０
０

℻ 

43
・
２
３
０
１

add shien_kosodate@
tow

n.arita.lg.jp

【有料広告】

有
田
工
業
高
等
学
校

募
集
対
象
▼
陶
磁
器
・
デ
ザ
イ
ン
業

界
に
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事
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い
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会
人

募
集
人
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▼

・	

窯
業
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ー
ス　
　
　

７
人

・	

デ
ザ
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ン
コ
ー
ス　

７
人

修
了
年
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▼
２
カ
年

（
週
３
回
、
17
時
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分
～
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時
、
実

施
曜
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）

応
募
書
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配
布
・
出
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期
間
▼

１
月
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日
（
金
）
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２
月
３
日
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月
）

14
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時
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土
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曜
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。
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応
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本
校
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ジ
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面
接
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時
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月
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合
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く
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校

定
時
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☎
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署
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設
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確
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月
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※
土
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日
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祝
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時
間
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時
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申
告
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作
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申
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大
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雑
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申
告
書
を
書
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で
提
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さ
れ
る

方
は
郵
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願
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万
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☎
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１
４
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革
関
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受
付
日
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１
月
～
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第
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日　
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時
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付
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※
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し
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▼
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６
４
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有田セレモニーホール

☎0955-42-5523
有田町南原甲1113-11　http://4400.jp

「安心の会」会員募集中!
お客さまの安心と感動のために

相談会・見学会毎日 実施中

10:00～16:00

24時間
365日

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

【有料広告】

【有料広告】

　

パ
ソ
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キ
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テ
ィ
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、
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Ｃ
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ザ
ー
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）

☎
０
９
０
・
２
５
１
９
・
１
６
３
８

Ｓ
Ｉ
Ａ
佐
賀　

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ

シ
ニ
ア 

お
困
り
ご
と
相
談
会

令
和
２
年
２
月

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱　

募
集
団
地
▼

伊
万
里
市
・
有
田
町
地
区
（
５
団
地
）

申
込
書
の
配
布
期
間
▼

２
月
１
日
（
土
）
～

※
２
月
２
日
（
日
）
は
休
み
。

受
付
期
間
▼

２
月
５
日
（
水
）
～
13
日
（
木
）

※
２
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）、

11
日
（
火
・
祝
）
は
休
み
。

配
布
・
受
付
時
間
▼
９
時
～
19
時

受
付
場
所
▼
指
定
管
理
者　

川
原
建

設
㈱　

伊
万
里
管
理
室

（
伊
万
里
市
新
天
町
坂
口
１
２
２
・
４　

伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館
）

添
付
書
類
▼
申
請
書
に
、
所
得
に
関

す
る
書
類
（
入
居
す
る
家
族
全
員
分

の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書
な

ど
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
日
▼
２
月
20
日
（
木
）

詳
し
く
は
▼

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱

伊
万
里
管
理
室　

☎
20･

４
５
１
１

第
51
回

有
田
工
業
高
校
卒
業
制
作
展

有
田
工
業
高
校　

　

卒
業
学
年
の
課
題
研
究
で
取
り
組

ん
だ
作
品
を
中
心
に
、
多
種
多
様
な

分
野
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
制
作
し
た

作
品
約
５
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
▼
１
月
21
日（
火
）～
26
日（
日
）

開
館
時
間
▼
９
時
～
17
時

会
場
▼
九
州
陶
磁
文
化
館　

第
１
展

示
室
お
よ
び
一
般
研
修
室

■
課
題
研
究
発
表
会
（
一
般
聴
講
可
）

日
時
▼

○
セ
ラ
ミ
ッ
ク
科

　

１
月
23
日
（
木
）　

９
時
～
15
時

○
デ
ザ
イ
ン
科

　

１
月
24
日
（
金
）　

９
時
～
15
時

※
午
後
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
佐
藤
可
士
和
氏
に
よ
る

指
導
助
言
を
行
い
ま
す
。

場
所
▼
九
州
陶
磁
文
化
館　

講
堂

※
電
気
科
、
機
械
科
、
定
時
制
の
発

表
会
は
校
内
に
て
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
工
業
高
校

☎
42
・
３
１
３
６

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
決
済
手

段
や
使
え
る
店
舗
の
探
し
方
、
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
16
日
（
木
）

14
時
～
（
１
時
間
程
度
）

場
所
▼
大
有
田
焼
会
館　

３
階

対
象
▼
町
民

参
加
料
▼
無
料

内
容
▼

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
概
要
、
決
済

ツ
ー
ル
体
験
会
な
ど

詳
し
く
は
▼
商
工
観
光
課

　

☎
46
・
２
５
０
０

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
使
い
方

講
座
を
開
催
し
ま
す商

工
観
光
課　
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【有料広告】

東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間：９時～18 時　

休館日：月曜日、１月１日（水）～３日（金）

西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間：９時～18 時　　

休館日：火曜日、１月１日（水）～３日（金）

※両館とも、新年は１月４日（土）から開館し

ます。

※１月 13 日（月）は西図書館のみ開館します。

図書館からこんにちは
 おすすめの本

 １月の開館時間・休館日

　今年は、待ちに待ったオリンピックイヤー！

若い皆さんのパワーをより強く感じる年になりそ

うな、期待の年明けになりました。

　世界の縮図のような日常を、思春

期真っ只中の「ぼく」と著者である

母がともに悩み考え、乗り越えてい

く傑作エッセイ。

　本屋大賞ノンフィクション本大賞

作品です。　　　　　（東図書館所蔵）

 ☆あけまして
おめでとうございます☆　 

　図書館では、いろいろな

本との出会いをお手伝いで

きるよう努めてまいります。

　今年もどうぞよろしくお

願いします。

「ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー 」
（ ブレイディみかこ　著 / 新潮社 ）　

「2030 年の世界地図帳
～あたらしい経済と SDGs、未来への展望～」

（落合陽一　著 /SB クリエイティブ）

　変化の激しい時代をよりよく生き

るためには、見通しを立てることが

必要となります。

　現在の世界はどうなっているの

か、これから世界はどこに向かって

いくのか、豊富な地図やグラフを使

って解説されています。

（西図書館所蔵）
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はな英語塾
hana English Club

f小学生（中学準備）クラス　f中学生（高校受験）クラス
f高校生（大学受験）クラス　f補習（成績up）クラス
f英会話クラス（個別・グループ）

体験レッスンあります！

有田町赤坂丙 2351-62（大石英代）
Tel. 0955-42-4711 / 080-5255-3177

【有料広告】

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者 地　区 
松本　典（てん） 翔・祐子 原　明
浦　晴太（はるた） 経太・沙緒里 代々木
岩﨑　ゆずな 絵利 上　本
福田　優心（にこ） 博徳・マスミ 蔵　宿
野中　皇之介（こうのすけ） 大介・祐貴子 広　瀬

おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
北島　賢次  　　９２ 泉　山
岡本　巖  　　９０           中　樽
金子　フミ子  　　９１           中　樽
田中　冨夫  　　９１           中　樽
立林　マスミ  　　９７   白　川
山口　義 　　 ８９ 戸　矢
音西　武夫        ７１ 大　野
大川内　賢彌 　　８６ 外尾町
小林　三生 　　９０ 丸　尾
藤　イエ 　　９５ 黒牟田
岡　嘉代子 　　８７ 南　原
田中　良一 　　８４ 南　原
中村　進 　　７６ 南　原
山口　幸男 　　６７ 南　原
原田　ツヤ子 　　９３ 原　明
前田　博美 　　７５ 舞　原

保田　峰雄 　　８９ 北ノ川内
金子　正三 　　８５ 上内野
松尾　一馬 　　６５ 大木宿
葉　康幸 　　９２ 立　部
池田　 太郎 　　８２ 広　瀬

※ 11 月 16 日から 12 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

人の動き　　令和元年 12 月１日現在

人　口   19,821 人 （　＋ 5 人） ３　区 1,151 人 ９　区 875 人 15　区 598 人

男　性 9,258 人 （　－ 9 人） ４　区 1,702 人 10　区 1,058 人 16　区 885 人

女　性 10,563 人 （ ＋ 14 人） ５　区 1,808 人 11　区 1,390 人 施　設 192 人

世帯数 7,817 世帯 （＋ 10 世帯） ６　区 1,859 人 12　区 998 人

１　区 628 人 ７　区 999 人 13　区 986 人

２　区 947 人 ８　区 2,129 人 14　区 1,616 人

※かっこ内は前月比です。
※「施設」は町内４施設

に入所している方の合
計です。

【有料広告】

相続 遺言 贈与 登記全般

家族信託 成年後見

司法書士　百　武　　誠

「
わ
く
わ
く
子
ど
も
横
丁
」
の

出
展
者
を
募
集
し
ま
す

生
涯
学
習
課　

　

子
ど
も
た
ち
に
昔
遊
び
や
物
作

り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
体
験
し
て
も

ら
う
「
わ
く
わ
く
子
ど
も
横
丁
」
の

出
展
者
ま
た
は
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
23
日
（
日
）

　
　
　

９
時
～
12
時
（
予
定
）

場
所
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
北
館

　
　
　

１
階
～
４
階

対
象
▼
町
民
ま
た
は
町
内
団
体

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

生
涯
学
習
課　
　

☎
43
・
２
３
１
４

社
会
人
の
た
め
の就農

基
礎
講
座

佐
賀
県
農
業
大
学
校　

日
時
▼
２
月
20
日（
木
）～
22
日（
土
）

場
所
▼
佐
賀
県
農
業
大
学
校
ほ
か

対
象
者
▼
県
内
で
就
農
を
目
指
す
65

歳
未
満
の
社
会
人

内
容
▼
新
規
就
農
支
援
制
度
紹
介
、

栽
培
実
習
体
験
、野
菜
生
産
の
講
義
、

野
菜
流
通
研
修
な
ど

定
員
▼
10
人

募
集
締
切
▼
１
月
31
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

佐
賀
県
農
業
大
学
校

☎
０
９
５
２
・
45
・
２
１
４
５
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１月生まれお誕生日おめでとう

平成 30 年１月 16 日 生まれ（ 丸尾 ）

金
かね

子
こ

 尚
しょう

源
げん

　くん（左）・侍
じ

源
げん

　くん（右）
２歳

しょうちゃん、ジックン、

２歳のお誕生日おめでと

う！兄弟仲良く元気に過

ごしてね☆

いたずら好きで 喜怒哀

楽がはっきりしている

おーちゃん☆これからも 

いっぱい食べて大きく

なってね !

平成 31 年１月９日 生まれ

いっぱい遊んで、たくさ

ん食べて、う～んと眠っ

永
なが

島
しま

 健
けん

人
と

くん

（ 南原 ）

１歳

て、 お お き く

なぁれ！！

２歳

平成 31 年１月 14 日 生まれ

中
なか

山
やま

 琴
こと

晴
は

 ちゃん

（ 立部 ）

１歳

梶
かじ

原
はら

 壮
そう

真
ま

くん

平成 30 年１月８日 生まれ
（ 戸矢 ）

２歳のお誕生日おめでと

う！これからも元気で明

るく笑顔いっぱ

いなそうちゃん

でいてね☆

１歳のお誕生日おめでと

う☆いつも笑顔いっぱい

で元気に育っ

てくれてあり

がとう♡

平成 30 年１月 29 日 生まれ

まえ

田
だ

 逢
おう

介
すけ

　くん

（ 黒川 ）

２歳

たぁくん、お誕生日おめ

でとう♡お友達と仲良

平成 31 年１月 25 日 生まれ

福
ふく

田
だ

 健
けん

人
と

 くん

（ 戸杓 ）

１歳

お誕生日おめでとう！生

まれてきてくれてありが

とう♡笑顔いっ

ぱ い で 大 き く

なってね☆

平成 29 年 1 月 26 日 生まれ

林
はやし

 尭
たか

希
き

　くん

（ 外尾山 ）

３歳

く、毎日楽し

く過ごせます

ように♪

【有料広告】

お誕生日おめでとう☆２月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …２月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生
日おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月 10 日（ 金 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。
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▲有田焼の可能性について話す（右から）ニコライ・バ
ーグマン氏と有田焼関係者

▲泉山磁石場で欧州旅行事業者を案内する（左から）パレジュ
リアン・ジェレミーさん（上幸平）、モレ・ハネカさん（幸平）

観光

　町は、有田まちづくり公社と連携して「官民連携

による観光プロモーション事業」を実施しています。

これは増加するインバウンドを切り口に、外国人視

点による観光プロモーションを行うことで、交流人

口や関係人口を増やし、有田焼や町内産品の消費拡

大につなげていくことを目的とした事業です。

　11 月中旬から約２週間、羽田空港国際線内において、

有田町体験コンテンツストーリー動画を放映して外

国人の方に町の魅力を発信しました。

　12 月 10 日には、東京で開催されたフラワーアーテ

　12 月 10 日付けで、現代フラワーアーティストの第一人者

であるニコライ・バーグマン氏を有田町文化交流大使に委嘱し、

松尾町長から委嘱状を交付しました。

　ニコライ・バーグマン氏は、有田焼とコラボレーションした

作品の制作や、外国人向けに制作された有田町のＰＲ動画に出

演されるなど、有田町の魅力発信にご協力をいただいています。

詳しくは▶商工観光課　☎ 46・2500

有田町文化交流大使
ニコライ・バーグマン氏に委嘱

文化交流
大使

ィストのニコライ・バ

ーグマン氏と有田焼と

のコラボレーションイ

ベントにおいて、有田

焼にフラワーアレンジ

した作品の発表や有田

焼関係者とのトークイ

ベントを実施しました。

　15 代酒井田柿右衛門

氏の作品に花が生けられ会場を彩りました。

　また 12 月 11 日から３日間、欧州の旅行事業者を

招いて町内を視察してもらうファムツアーを実施

し、町内在住の外国人ガイドが町の魅力を紹介しま

した。

詳しくは▶商工観光課　☎ 46・2500

官民連携による観光プロモーション事業

▲ 15 代酒井田柿右衛門氏の器に
フラワーアレンジされた作品

▲羽田空港国際線内で放映された有田町体験コンテンツ
ストーリー動画

Topics


